
様式（１）-①

都市再生整備計画（第6回変更）

神戸
こ う べ

垂水
た る み

地区

兵庫
ひ ょ う ご

県　神戸
こ う べ

市

令和7年12月
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 29.1 ha

令和 3 年度　～ 令和 9 年度 令和 3 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都道府県名 兵庫
ひょうご

県
けん

神戸市
こうべし

神戸
こうべ

垂水
たるみ

地区
ちく

計画期間 交付期間 9

（大目標）垂水駅周辺への人口誘因
　　〇住機能の強化
　　〇公共・公益施設の再配置による拠点性向上
　　○駅周辺のにぎわいづくり

本市では、50年先も心地よく健やかに住み続けられるまちをめざし、「コンパクト・プラス・ネットワーク」「様々な分野との連携」といった観点で取り組みを進める。
■コンパクト・プラス・ネットワーク
・人口減少や多様なライフスタイルに対応した都市計画制度等の適切な運用をすべく、原則として住宅開発等による市街化区域の拡大を抑制し、良好な既存ストックを有効に活用する。
・広域型都市機能の維持・充実・強化として、広い範囲をサービスの対象とする広域型都市機能を、都市の中心となる拠点や生活の中心となる拠点に誘導する。
・便利で快適・効率的な人と物の移動環境の確保として、市域を越える広域交通ネットワークと連携を図りながら、総合的な交通環境の形成をめざし、鉄道やバスなどの公共交通を中心とした交通ネットワークの維持・形成を推進する。
■様々な分野との連携
・都市計画だけでなく住宅、公共施設、医療・福祉、子育て、教育などまちづくりに関する様々な分野と連携を図りながら施策を推進する。
・市街化区域においては、地域の課題に応じて「生活関連サービスの確保」「良好な地域コミュニティの維持」「安定した雇用の創出・子育て環境の向上」など関連する施策を推進する。
・市街化調整区域においては市街化区域と「連携」しながら施策を推進し、防災上課題のある箇所についても市民の命を守るための施策に取り組む。

・垂水駅周辺は、駅を中心に区役所をはじめとする様々な施設（文化施設［レバンテホール］、商業施設、図書館）が集積するとともに、三宮までJRで18分と交通利便性も良く、まちとしてのポテンシャルが高いエリアである。
・昭和58年から平成14年にかけて、計3地区で市街地再開発事業が行われてきており、これに合わせて区役所等の公共施設の移転・新設、バスロータリーの整備などが行われた。
・平成23年3月に公表した「神戸市都市計画マスタープラン」において、垂水駅周辺は地域での都市活動や文化活動を支える「地域拠点」とし、公共交通機関の結節機能の強化や商業・業務・文化機能などの集積を図ることとしている。
・令和元年12月に公表した「リノベーション・神戸」第2弾において、神戸市西部の3駅（名谷、西神中央、垂水）を対象に人口減少対策の取り組みを公表しており、垂水駅周辺については、将来見込まれる住機能の強化（令和2年度～6年度にかけて人口約1,500人分（約
550戸））と合わせて、駅前周辺のリノベーションと公共・公益施設の再配置を進めていくことを公表した。
・令和2年3月に公表した「神戸市都市空間向上計画」において、垂水駅周辺は駅・主要バス停周辺居住区域（居住誘導区域）および広域型都市機能誘導区域（郊外拠点型）が設定されている。

・神戸市では平成23年より人口減少が続いているが、明石市との人口社会動態（30年）では、転出超過数（転出－転入）が西区に次いで多くなっている。
・垂水駅周辺には一般車の乗降スペースがなく、歩行者と車両の輻輳や交通渋滞が発生している。
・現在の垂水体育館が老朽化していることから、垂水区文化センター体育室と集約して新たな体育館を整備する予定であり、垂水駅周辺からの安全・快適でわかりやすい歩行者動線の整備が必要である。

●神戸市都市計画マスタープラン
　垂水駅周辺は地域での都市活動や文化活動を支える「地域拠点」とし、公共交通機関の結節機能の強化や商業・業務・文化機能などの集積を図ることとしている。
●神戸市都市空間向上計画
　垂水駅周辺は駅・主要バス停周辺居住区域（居住誘導区域）および広域型都市機能誘導区域（郊外拠点型）が設定されている。



都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方　※誘導施設を整備する場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

一体型滞在快適性等向上事業の計画　※一体型滞在快適性等向上事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 H30年度 R9年度

人/年 R1年度 R9年度

回/年 R1年度 R9年度イベント開催回数 垂水駅の駅前広場で開催される年間のイベント数
高質化により魅力ある駅前空間を創出することで、にぎわいを創
出させるイベントの回数を増加させる

22 23

駅利用者数（JR垂水駅） JR垂水駅の1日当たりの乗車人員
住機能の強化と合わせて垂水駅周辺の拠点性向上により利便性
を向上させ、今後減少が見込まれる駅利用者の維持につなげる

32,430 32,430

垂水図書館貸出人数 垂水図書館の年間貸出人数
新垂水図書館の建設及び垂水駅の拠点性向上により、貸出人数
の増加につなげる

221,746 480,000

垂水駅周辺では神戸市都市空間向上計画に位置付けられた誘導施設（垂水区役所、垂水図書館、垂水区文化センター、バスターミナル）や商業施設、オフィスビルなど、都市機能誘導区域に立地することが望ましい施設が集積している。
アクセス機能の向上、まちの回遊性の向上、まちのにぎわいづくりに取り組み、より利便性の高い郊外拠点となるよう務める。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・郊外の拠点においては、商業・業務、文化機能や交通結節機能、隣接市など広域を対象としたターミナル機能などの維持・充実を図る。



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

＜都市再生整備計画の整備方針等＞
【記入要領】

・必要であれば適宜欄の拡大、行の追加をすること。

・「計画区域の整備方針」欄は、目標を達成するために具体的に何をするのかを簡潔に箇条書きするとともに、欄の右にある「方針に合致する主要な事業」欄に、本計画に位置付けられている事業の
うち当該整備方針に合致する主要な事業の事業名を記入すること(１つの事業が複数の方針に合致することもあり得る)。

・「その他」欄は、都市再生整備計画に関する事項として、特筆すべき内容があれば記載してください。

・その他記載にあたっての留意事項は、「都市再生整備計画策定の手引き」を参照すること。

方針に合致する主要な事業
【住機能の強化】
・今後流入が見込まれる人口を受け入れるための住居を新たに供給する

【関連事業】垂水中央東地区第一種市街地再開発事業

【公共・公益施設の再配置による拠点性向上】
・新垂水体育館及び、垂水駅前の公共公益施設等の整備に合わせて歩行者動線の整備に取り組む。

【基幹事業】（道路）垂水駅東線の再整備、新垂水体育館への歩行者動線の整備、垂水小学校周
辺道路の再整備
【基幹事業】（地域生活基盤施設）建物型駐輪場、垂水駅西側ロータリー、垂水駅東側ロータリー、
地下駐輪場の整備
【基幹事業】（高質空間形成施設）新垂水体育館への歩行者動線の整備、天神川垂水駅福田川線
の歩行者空間整備（上屋の改良）、天神川垂水駅福田川線等の高質化
【関連事業】新垂水体育館建設、新垂水図書館建設、垂水駅周辺案内サインの整備

【駅周辺のにぎわいづくり】
・駅前空間を高質化する取り組みを進め、にぎわいを創出する。

【基幹事業】（高質空間形成施設）駅前空間の高質化（西）、（東）、天神川垂水駅福田川線の歩行
者空間整備（上屋の改良）、天神川垂水駅福田川線等の高質化



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 神戸市 直 約220m R3 R7 R3 R7 269.8 269.8 269.8 269.8 －

道路 新垂水体育館への歩行者動線の整備 神戸市 直 約320m R3 R3 R3 R3 22.0 22.0 22.0 22.0 －

道路 垂水小学校周辺道路の再整備 神戸市 直 約80m R5 R8 R5 R8 61.6 61.6 61.6 61.6 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 神戸市 直 約1,000㎡ R3 R6 R3 R6 41.0 41.0 41.0 41.0 －

地域生活基盤施設 垂水駅西側ロータリー 神戸市 直 約830㎡ R3 R5 R3 R5 54.0 54.0 54.0 54.0 －

地域生活基盤施設 建物型駐輪場 神戸市 直 3階建 R3 R5 R3 R5 512.9 512.9 512.9 512.9 －

地域生活基盤施設 地下駐輪場の整備 神戸市 直 約1,100㎡ R3 R7 R3 R7 671.4 671.4 671.4 671.4 －

高質空間形成施設 神戸市 直 約350m R3 R3 R3 R3 84.0 84.0 84.0 84.0 －

高質空間形成施設 駅前空間の高質化（西） 神戸市 直 約2,300㎡ R3 R3 R3 R3 31.5 31.5 31.5 31.5 －

高質空間形成施設 駅前空間の高質化（東） 神戸市 直 約3,100㎡ R5 R８ R5 R８ 234.0 234.0 234.0 234.0 －

高質空間形成施設 天神川垂水駅福田川線の歩行者空間整備（上屋の改良） 神戸市 直 約190m R5 R9 R5 R9 557.1 557.1 557.1 557.1 -

高質空間形成施設 天神川垂水駅福田川線等の高質化 神戸市 直 約590m R5 R7 R5 R7 153.0 153.0 153.0 153.0 -

高次都市施設地域交流センター

観光交流センター

まちおこしセンター

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 2,692.3 2,692.3 2,692.3 0.0 2,692.3 － …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 2,692.3
（参考）都市構造再編集中支援事業関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

再開発組合 国土交通省 地上32F ○ R1 R7 19,969

神戸市 ○ R3 R7 3,325

神戸市 文部科学省 地上１F ○ R2 R4 2,094

神戸市 ○ R8 R8 6

合計 25,394

新垂水体育館建設

垂水駅周辺案内サインの整備

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

垂水中央東地区第一種市街地再開発事業

新垂水図書館建設

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

まちづくり活
動推進事業

事業活用
調査

直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体

住宅市街地総合整備事業

垂水駅東側ロータリー

新垂水体育館への歩行者動線の整備

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,692.3 交付限度額 1,346.1 国費率 0.5

交付期間内事業期間
細項目

垂水駅東線の再整備



市町村決定計画及び市町村施行国道等事業に関する事項 様式（１）-⑤

※該当がない場合は本シートをつける必要はない

市町村決定計画
都市施設及び市街地
開発事業の種類

決定/変更 名称 その他必要な事項 変更の概要
都市再生整備計画の
公告（予定）年月日

都市計画の決定又は
変更の期限

市町村施行国道等事業

路線名

国道2号

【記入要領】

・本シートは、都市再生特別措置法の規定に基づき、都道府県が決定する都市計画や国道・都道府県道に関する事業を都道府県等の同意を得て市町村が決定・実施を行う場合に記載。
　それ以外の場合は、本シートをつける必要はない。

・必要な場合は適宜行を追加すること。

道路の種類 新設又は改築の内容

一般国道 新垂水体育館への歩行者動線の整備に伴う福田川交差点の改築

・路線名は、例えば“国道○○号線”、“○.○.○□□□線”などと記入すること。
・「新築又は改築の内容」欄は、“電線類の地中化”、“歩道の拡幅に関する改築”等、新設又は改築の具体的内容を記入すること。

・「都市施設及び市街地開発事業の種類」欄及び「名称」欄は、都市計画に定められている（定める予定の）内容を記載すること。
・「決定/変更」欄は、市町村が新たに都市計画決定しようとする場合は“決定”と、都道府県が既に定めた都市計画を市町村が変更しようとする場合は“変更”と記入すること。
・「その他必要な事項」欄は、道路の場合は種別、延長、幅員、車線の数について、公園の場合は種別、面積について、緑地、広場の場合は面積について、河川の場合は延長、幅員につ
いて、市街地開発事業の場合は施行区域の面積について、都市計画に定められている（定める予定の）内容を記載すること。

・「変更の概要」欄は、「決定/変更」欄に“変更”と記入したものについて、差し支えない範囲において変更の概要を記入すること。
・「都市再生整備計画の公告（予定）日」欄及び「都市計画の決定又は変更の期限」欄には、年月日を記入すること。なお、「都市再生整備計画の公告（予定）日」欄に公告予定日を記入す
る場合は（　）書きとすること。

・「道路の種類」欄は、“一般国道”か“都道府県道”のいずれかを記入すること。



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　神戸垂水地区（兵庫県神戸市） 面積 29.1 ha 区域

垂水区天ノ下町の一部、神田町、日向1丁目、日向2丁目、御霊町の一部、
瑞ヶ丘の一部、陸ノ町の一部、川原1丁目の一部、川原2丁目の一部、川原5
丁目の一部、平磯1丁目の一部、平磯2丁目の一部、平磯3丁目の一部、平
磯4丁目、宮本町の一部

50m 100m 200m

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

Ｎ

神戸垂水地区 29.1ha

50m 100m 200m

Ｎ



駅利用者数（JR垂水駅） （人/日） 32,430 （H30年度） → 32,430 （R9年度）

垂水図書館貸出人数 （人/年） 221,746 （R1年度） → 480,000 （R9年度）

イベント開催回数 （回/年） 22 （R1年度） → 23 （R9年度）

　神戸垂水地区（兵庫県神戸市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

垂水駅周辺への人口誘因
〇住機能の強化
〇公共・公益施設の再配置による拠点性向上
〇駅周辺のにぎわいづくり

代表的
な指標

様式（１）-⑦-１

N

50m 100m 200m

■基幹事業
高質空間形成施設
（駅前空間の高質化（西））

■基幹事業
高質空間形成施設
（駅前空間の高質化（東））

■基幹事業
地域生活基盤施設
（垂水駅東側ロータリー（1F））

■基幹事業
地域生活基盤施設
（地下駐輪場の整備（B1））

○関連事業
新垂水図書館建設（３階建）

■基幹事業
道路
（新垂水体育館への歩行者動線の整備）

○関連事業
新垂水体育館建設

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

都市機能誘導区域

■基幹事業
地域生活基盤施設
（建物型駐輪場（2F以上））

■基幹事業
地域生活基盤施設
（垂水駅西側ロータリー（1F））

■基幹事業
道路
（垂水小学校周辺道路の再整備）

○関連事業
垂水中央東地区
第一種市街地再開発事業

■基幹事業
高質空間形成施設
（新垂水体育館への歩行者動線の整備）■基幹事業

高質空間形成施設
（天神川垂水駅福田川線等の高質化）

■基幹事業
高質空間形成施設
（天神川垂水駅福田川線の歩行者空間整備(上屋の改良)）

■基幹事業
道路
（垂水駅東線の再整備）

〇関連事業
垂水駅周辺案内サインの整備

神戸垂水地区 29.1ha



計画の名称： 神戸垂水地区　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業主体名：　神戸市         　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 ○

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 ○

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 ○

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い ○

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 ○

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 ○

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 ○

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 ○

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 ○

　１）十分な事業効果が確認されている。 ○

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 ○

　１）まちづくりに向けた機運がある。 ○

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 ○

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 ○

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 ○

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。 ○

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 ○

都市構造再編集中支援事業事前評価シート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の熱意

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果
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